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キャンプ瑞慶覧西普天間住宅地区跡地



キャンプ瑞慶覧西普天間住宅地区跡地利用の沿革につ
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宜野湾市長 佐喜眞　淳



ついて
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沖縄健康医療拠点形成まちづ

喜友名23号

ミーガー(湧水)※１

※2

※ ※

住居等ゾーン・都市公園・墓地ゾーン 等 宜野湾市と琉球

モデル街区(幹線沿道地域)

宜野湾市

『基地跡地利用の先行モデル地区となる西普天間住宅
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づくりの主要な施策・事業等

アンナ橋

モデル街区

モデル街区

公営墓地 普天間旧道

琉球大学病院保育園ミライエ

球大学との包括連携協定 沖縄健康医療拠点ゾーン（琉球大学関係施設）

宅地区の沖縄健康医療拠点形成』へ向けて
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那覇広域都市計画事業　西普天間住宅地区土地区

事 業 概 要
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区画整理事業

7



沖縄健康医療拠点の整備について　【琉球大学医学

施 設 の 概 要

①高度医療・研究機能の拡

移植医療の充実 集中治療室

　手術室、ＩＣＵ等の機能強化及び移植医療や各種イ

ションの実施、再生医療などの高度医療を実施。先端

ンターにおいてバイオバンク分野や再生医療分野、感

など沖縄と関連の深い先端研究を実施。
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学部及び大学病院】

拡充 ②地域医療水準の向上 ③国際研究交流、医療人材育成

ンターベン

医学研究セ

感染症分野

　高度救命救急センターの整備や基幹災害拠点病院の指定等

を目指し、沖縄県全体の医療水準の向上に寄与

●高度救命救急センターの整備、災害対応、がんセンターの機能

　強化、政策医療等に関する患者支援センター等の設置・運営

　海外大学との交流、OISTとの連携による共同研究や高度医

療人材の育成に注力

●海外大学、研究機関等との共同研究、高度医療や地域医療に

　必要な人材育成

救命救急センター　 屋上ヘリポート　
（左）管理・研修棟(おきなわｸﾘﾆｶﾙｼﾐｭﾚｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ)
（右）オール沖縄での医師確保対策
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沖縄健康医療拠点健康まちづくり事業

　宜野湾市は産学官連携のもと＜ぎのわん健康プロジェクト＞と＜ぎのわんスマート健康増進プロジェクト＞を実施し、健康づくりにおけ

るプラットフォーム構築や人と人とがつながれる健康づくりの環境整備を行い【「自然に健康になれる」まちづくり】を目指しています。

　市民の健康行動を４つの段階に分類し、段階に合わせてプロジェクトの取組を実施することで、自身の状態に合った健康行動

を促すよう市民をサポートします。また、プロジェクトの効果を分析し、あわせて健康まちづくりの将来像を検討することで、「西

ふてんまウェルネスタウン」の実現を図っていきます。
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2022-2025 年度



　「ぎのわん健康プロジェクト」におけるヘルスリテラシーや健康行動に関する調査や地域健康づくりなどの実証事業から

スタートし、「スマート健康増進プロジェクト」では、それらを健康行動へ移すためのサポート（環境整備）を行います。これら

のプロセスにより本市の健康まちづくりに関する参加主体が増えていくことで、本市が目指す『市民が「自然に健康になれ

る」まちづくり』が実現することをイメージしています。

11



西普天間住宅地区跡地の開発が実現に至った主な要因 （制度･取り組み等）
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平成14年度

平成16年度

平成25年度

平成29年度　

：「水・緑・眺望を生かした癒されるまち」のまちづくりコンセプトを設定

：上記まちづくりコンセプトを、瑞慶覧地区跡地利用基本計画に反映

：当該地区は統合計画により平成26年度又はその後の返還合意がなされた

沖縄健康医療拠点を核とした都市機能と水・みどり・文化の調和した住環境がつながるまち　

【主な取り組み】

【跡地利用のコンセプト】

：社会情勢の変化や地権者アンケート等の結果を踏まえて計画の見直しを行い、

コンセプトを再設定のうえ跡地利用計画に反映した　　　　
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○総延長：598ｍ（内防衛省補助分延長:400ｍ）

○幅員：車道部7.5ｍ・歩道部2.5ｍ（片側歩道）

○事業費：約42.6億円（防衛省補助分）

市道喜友名23号
（アクセス道路）

平成27年度

平成28年2月

平成28・29年度

平成29年度3月

平成29年度

平成30年度

令和元・2年度

令和3年度

令和4年度

令和7年2月　

：共同使用にて道路供用することを日米合同委員会で合意

：道路整備に関する現地協定書締結

：アクセス道路基礎調査を実施、基礎調査の成果を基に米軍協議を実施

：議会にて市道認定議決

：市道認定

：実施設計

：用地取得　13筆 12名 約3,668㎡

：道路整備開始

：用地取得　3筆 1名 約1,039㎡

：完成・供用開始　　　　

（令和2年度繰越）

【整備スケジュール】

（愛称：イサバマはし（伊佐浜橋））
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宜野湾市に琉球大学医学部及び大学病院が移転することを契機とした各種連携



17

沖縄健康医療拠点開所　国立大学法人琉球大学おきなわこどもまんなかウェルビーイングセンター開設

宜野湾市公式YoutTube
アカウント



まちづくりへの工夫
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文化課HP➡



文化財について
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今後の返還予定駐留軍用地の跡地利用への展望

普天間未来基金QRコード➡

インダストリアル・コリドー地区南側の跡地利用に向けて➡

跡地利用計画

➡
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キャンプ瑞慶覧西普天間住宅地区跡地における沖縄健康医療拠点形成に向けた取り組み①
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キャンプ瑞慶覧西普天間住宅地区跡地における沖縄健康医療拠点形成に向けた取り組み②
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キャンプ瑞慶覧西普天間住宅地区跡地における沖縄健康医療拠点形成に向けた取り組み③
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※沖縄総合事務局による駐留軍用地跡地利用に関する市町村

支援事業（アドバイザー派遣等事業）活用により作成

沖縄健康医療拠点まちづくり推進事業へのご寄附を受け

付けております。企業の皆さまからの温かいご支援を賜り

ますよう、心よりお願いいたします。

宜野湾市企画部 企画政策課

TEL：098-893-4461（直通）

宜野湾市企業版ふるさと納税HP ▶


